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な
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わ
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ー
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富士山と羽衣伝説

●北海道北広島市 障がい者が主体的にできる農業に 竹内　巧

●宮城県仙台市 障がい者を戦力化しての地域づくり 渡部哲也

●福島県泉崎村 障がい者が農家や企業とつながり、地域に参加 熊田芳江

●千葉県成田市 土に親しむ園芸デイサービスで健康増進 島田　隆

●神奈川県 医食農同源による食の未来 吉野正彦

●富山県上市町 森林セラピーなど森の癒し効果を広める 澤井俊哉

●岡山県高梁市 障害者施設に稲・蕗の栽培や薪づくりを委託 松村祐季
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